
健康・生活科学委員会（第 26 期・第 9回）議事要旨 
 
日 時：令和 7 年 7 月 20日（日）15：00～16：17 
場 所：オンライン会議 
出席： 磯（副会長）、西村（委員長）、杉山（副委員長）、熊谷（幹事）、山口、森山、野出 
オブザーバー：水野（特任連携会員）    
事務局：實川 
欠席：玉腰（幹事）、田中                       （敬称略） 
 
議 題 
（１） 提言等の審査について 
・健康・生活科学委員会関係の提言等が 7 件程度提出される予定であり、委員会委員が関与
する査読の体制と対応の説明があった。 
 
（２） 第二部夏季部会に向けての準備 
・意見表出の申請書提出、未提出案件について確認した。今期中に意思の表出を発出予定の
場合は、9 月末までに申出書、11 月までに査読を受ける必要がある。 
 
（３） 各分科会の進捗状況について 
 各分科会（以下）の進捗について報告があった。概ね、すべての分科会にて公開シンポジ
ウム、あるいは学術フォーラムが予定されていた。5 分科会は、意思の表出の申請書の提出
を終え、現在、執筆中であることが報告された。1分科会は公開シンポジウムの議論を反映
させるため、この後、意見の表出の申請予定であることが報告された。 
公開シンポジウムや学術フォーラムについては、開催及び成果の広報の方法について意

見が出された。開催時の手話通訳と文字通訳について、予算が課題であるとの発言があった。 
 意見の表出については、発出後の記者発表や、インパクトレポートの報告時期等について
も検討の余地があることが議論された。 
（以下、各分科会） 
1． ヘルスケア人材共創に向けた看護学分科会（西村） 
2． 健康・スポーツ科学分科会（山口） 
3． 生活者視点で健康と暮らしの課題を検討する家政学分科会（杉山） 
4． 高齢者の健康・生活分科会（森山） 
5． 生活習慣病対策分科会（野出・水野） 
6． 共生社会に向けたケアサイエンス分科会（熊谷） 
7． パブリックヘルス科学分科会（玉腰：代西村） 
 



（４） その他 
・次回委員会については、改めて日程調整を行う。 

以上 
 


